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・もう少し地域との密接度を高めて欲しい。
・医療連携から地域リハ介護への関係強化が必須である。
・ケアマネジャーとの交流について具体性が必要である。

区市町村等の事業への支援
・病院から在宅への円滑な移行を支援する事業への
支援（武蔵村山市）
脳卒中医療連携推進事業への支援
・北多摩西部保健医療圏脳卒中医療連携協議会リハ
部会の開催事務局
高次脳のリハ事業への支援
・国分寺市障害者センター高次脳機能障害関係機関
連絡会へ参加
地域のニーズ
・嚥下障害の診かたについて実技講習を実施
　（3回/3年）
・区市町村からの依頼による患者・家族向け講演会
の開催（3回/3年）

・特になし

立川・昭島・国分寺・国立・東大和・武蔵村山

指定に対する
意見

・地域の関係者との具体的な連携が、
本事業を通じてどのように推進された
か、可能な範囲で情報提供して欲しい
（国分寺）
・本市において特に心疾患・脳血管障
害におけるリハビリについて欠かせな
い医療機関となっており、地域医療の
更なる質の向上のため、引き続き指定
して頂きたい（武蔵村山）

・地域リハの必要性があるが、病院の
取組みとしては地域への発信が少なく
連携という程の事は難しい（北多摩）
・慢性期リハについては無床診療所で
の指定施設はない（立川）

有 1 箇所

【連携内容】

地区医師会区分

・今後必要な各市との連携体制が必要
である（北多摩）
・リハ支援センターの具体的業務内容
がよくわからない（立川）

・リハビリ協議会が開催されている
（北多摩）

無 1 箇所無 4 箇所

【総合評価】

連絡会の開催
・北多摩西部医療圏地域リハビリテーション支援事
業幹事会の開催（2回/年）
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【連携内容】
・高次脳機能障害関係機関連絡会へ
の参加（国分寺）
・北多摩西部医療圏地域リハビリ
テーション支援事業幹事会での連携
（国立）

箇所2

事業計画に
対する意見

・計画を通して、圏域におけるリハビ
リの専門医療機関として、関連する機
関を牽引し、特に、医療と介護の連携
推進について積極的な役割を担うこと
を期待する（国分寺）
・引き続き、地域の課題を踏まえた取
り組みを期待する（国立）

・医師会、関係団体との連携が必要であ
る。
・実技講習を交えた研修を考えて欲し
い。

・ケアマネジャーとの交流を地元市以外
にも広げて欲しい。
・交流の場を細かく作っていただきた
い。

２　事業計画と選定委員会での主な意見

OT・PT・ST等対象
・ADL評価法についての研修会開催（1回/年）
かかりつけ医対象
・痙縮についての勉強会開催（1回/年）

ケアマネ向け研修の実施
・テキストを用いた講習会、症例検討会の開催（2回
/年）
ケアプラン相談支援
・地域リハ支援センターのホームページで受付（平
日 9:00～17:00）

・ケアマネジャー、ヘルパー等の協議会
とも連携して欲しい。

　　独立行政法人国立病院機構　村山医療センター（武蔵村山市）

地域リハビリテーション支援センターの事業計画について（北多摩西部）

事業計画 選定委員会での意見

１　選定病院

区市町村

現在の連携状況

３　区市町村・地区医師会への意見聴取
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